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歴

史

皐

の

歴

史

性

!
l官
y
b
/

フ

T
フ

1
財
閥
に
闘
す
る
種
々
の
研
究
に
つ
い
て
!
|
〆

一
つ
で
な
い
歴
史
的
異
質

四

へ
Y
p
-
-
ロ
イ
ド
と
ア
イ
〆
・
タ
I
ベ
ル
の
場
合

ジ
ョ

ν
・
フ
リ

ν
の
『
輔
の
金
』

ア
ラ

ν
・
ネ
グ
ィ

ν
に
お
け
る
二
つ
の
ロ
y

グ
ブ
エ
ラ
ー

亙

大
企
業
の
歴
史
筆

歴
史
皐
は
歴
史
的
真
貫
を
究
明
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
。
し

か
し
、
一
種
な
に
が
「
歴
史
的
異
貫
」
で
あ
る
か
。
虞
貫
は
容
易

に
つ
か
み
難
い
。
歴
史
的
出
来
事
は
過
去
の
一
同
限
り
の
出
来
事

で
あ
る
。
そ
れ
は
・
客
観
的
に
は
唯
一
無
二
の
異
質
で
あ
る
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
歴
史
叙
越
の
艶
象
と
な
る
や
い
た
や
必

ず
し
も
た
だ
ひ
と
づ
の
姿
を
と
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
前
に
現
わ
れ
る

屋
市
民
事

ρ
歴

史

性

』原

敬

士

と
は
限
ら
な
い
。
歴
史
的
認
識
は
歴
史
拳
者
の
眼
光
の
い
か
ん
に

よ
っ
て
、
ま
た
彼
が
そ
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
祉
舎
的
欣
況
の
い

か
ん
に
よ
っ
て
、
決
し
て
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
歴
史

事
は
、
た
と
え
、
そ
の
研
究
封
象
が
過
去
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、

い
や
¥
し
く
も
枇
舎
的
事
象
を
封
象
と
す
る
限
り
、
つ
ね
に
祉
舎
的

も
し
く
は
歴
史
的
制
約
か
ら
発
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
歴
史
拳

は
そ
れ
自
身
が
歴
史
的
存
在
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ

I
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
(
し
「
Q
げ
ロ

ロ
同
。
ロ
耐
え
m
F
3
H∞
包
|
巴
い
可
)
の
生
涯
と
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

石
油
舎
祉
を
中
心
と
ナ
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
閥
の
形
成
と
護
展

の
歴
史
は
、
ア
メ
ヲ
カ
濁
占
資
本
主
義
登
展
史
上
き
わ
め
て
重
要

た
意
義
を
も
っ
出
来
事
で
あ
る
が
、
同
財
閥
に
闘
す
る
歴
史
叙
速

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
に
よ
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
よ
り

V

ご
E

7

F
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ポ
一
橋
論
叢

第
六
披

• 

第
一
一
一
十
一
一
一
巻

い
ち
じ
る
し
く
具
っ
て
い
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
興
味
が
あ
る
。

ジ
ョ
v
d

・
デ
ィ

1

・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
そ
の
ひ
臼
の
風
貌
に
づ

い
て
さ
え
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
停
記
事
者
の
描
寝
は
ま
ち
ま
ち
で
あ

る。
『
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ

1
』

(
b
h
h
b・
A
H
M
q
立
芸
公
言
。

hru

H
唱

N
S
の
著
者
ク
イ
ン
ク
ラ

I
C
o宮
内
・

5
口
付
円
四
日
〉
は
現
年

の
ロ
，
y
ク
フ
エ
ラ

l
の
風
貌
に
つ
い
て
こ
う
か
い
て
い
る
。

「
た
し
か
に
、
こ
の
ひ
と
は
、
精
紳
的
に
も
肉
瞳
的
に
も
自

然
界
の
接
種
で
あ
る
。
二
十
年
ほ
ど
前
に
は
彼
は
ミ
イ
ラ
の
よ

省
つ
で
あ
っ
た
。
被
の
皮
膚
は
沙
漠
の
柊
の
よ
う
に
色
艶
が
な
か

っ
た
。
不
思
議
な
消
化
器
の
病
気
が
か
す
か
な
眉
毛
以
外
の
す

べ
て
の
毛
髪
を
、
鹿
毛
ま
で
も
醜
い
落
し
て
し
ま
っ
た
。
病
気

は
非
常
に
牽
く
、
一
時
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ

1
は
人
間
の
乳
で
生
命

そ
つ
な
げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
病
気
は
彼
の
毛
髪
と
普
通
の

食
事
を
奪
い
と
っ
た
け
れ
ど
も
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
彼
の
歯
は

病
気
の
影
響
を
う
け
な
か
っ
た
。
彼
は
晶
歯
は
一
本
も
な
い
。

病
気
は
、
い
ま
は
候
髪
で
か
く
さ
れ
て
い
る
が
、
奇
妙
な
隆
起

が
あ
り
、
皮
膚
が
ひ
き
し
ま
っ
た
大
き
な
頭
の
強
さ
を
あ
釘
わ

に
し
た
。
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ

1
は
決
し
て
脊
は
高
く
な
か
っ
た

r 

.". 

‘w 

" .， 

が
、
そ
の
旺
ん
な
頃
に
は
牛
の
よ
う
な
頚
と
力
強
い
肩
を
も
っ

て
い
た
。
そ
れ
で
も
頭
と
耳
は
不
釣
合
な
ほ
ど
大
き
い
よ
う
に

み
え
た
。
眼
は
小
さ
く
、
輝
い
て
い
た
が
、
奇
妙
に
石
の
よ
う

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
内
側
か
ら
人
魚
的
に
照
ら
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
冷
い
火
で
輝
い
て
い
た
。
(
い
ま
も
輝
い
て

い

る

。

〉

一

口
需
の
マ
ス
ク
が
な
い
と
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
口
は
、
垂

れ
下
り
が
あ
る
細
長
い
割
れ
目
の
よ
う
な
恰
好
で
あ
っ
た
。
頬

一
杯
に
つ
い
て
い
る
深
い
一
縦
織
が
そ
れ
を
強
め
て
い
た
。
頬
は

重
く
豊
か
で
あ
っ
た
。
鼻
だ
け
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
小
さ

く
、
細
く
、
敏
感
で
あ
っ
て
爾
頬
の
聞
に
刺
の
よ
う
に
高
く
な

っ
て
い
た
。
マ
ス
ク
を
と
っ
た
・
禿
頭
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
、

想
像
力
の
強
い
観
察
者
に
と
っ
て
は
、
『
ま
さ
か
り
を
む
っ
た

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
』
、
『
あ
ん
こ
ろ
の
よ
う
に
死
ん
だ
も
の
』
、
哨
頭

巾
を
か
ぶ
っ
て
い
る
と
、
彼
は
ス
ペ
イ
ン
の
童
廊
で
み
か
け
る

よ
う
な
宗
教
裁
剣
の
老
借
の
よ
う
に
み
え
る
』
と
い
っ
た
よ
う

に
映
っ
た
。
」

『
力
史
研
究
』
(
足
立
也
宮

H
M
g
m
司
、
急
事
同
)
・
同
q
q相
自
¥
E
N
N
h『
-

L

「
亘
書
守
宮
内
宣
言
円
四
句
史

N
S
S
E
-
&・
)
の
著
者
プ
ラ
ン
・
ネ
グ

、

一
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(
k
p
p
s
Z
2
1吉
田
)
は
、
四
十
歳
の
官
時
ノ
ク
ア
エ
ラ
ー
の

風
貌
を
弐
の
よ
う
に
措
い
て
い
旬
。

「
一
八
七
八
年
に
四
十
歳
の
誕
生
日
を
祝
っ
た
ジ
ョ
ン
・
デ
，

ィ
1

・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
、
脊
丈
が
六
フ
ィ
ー
ト
に
近
く
、

頭
に
は
茶
褐
色
の
毛
髪
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
、
濃
い
赤
毛
の
口
署

そ
も
っ
た
頑
丈
な
瞳
格
の
人
で
あ
っ
た
。
彼
の
青
い
眼
は
鋭
か

っ
た
Jo

彼
の
身
謹
に
は
威
厳
の
空
気
が
漂
っ
て
い
た
が
、
し
か

し
彼
の
挙
措
は
静
か
で
、
ひ
と
に
親
切
で
あ
り
、
た
だ
彼
を
み

る
ひ
と
は
と
き
ど
き
人
を
刺
す
よ
う
な
一
瞥
を
感
じ
て
驚
き
、

心
が
範
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
」

干
ン
ス

3 

ウ
イ
ン
ク
一
フ

1
の
記
述
は
暁
年
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
風
貌
で

あ
り
、
ネ
グ
ィ
ン
ス
の
も
の
は
四
十
歳
の
ロ
ッ
ク
フ
エ
九
l

の
そ

れ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
雨
者
は
い
ち
じ
る
し
く
遣
っ
て
い

る
。
脊
丈
に
し
て
も
ひ
と
り
は
「
高
く
な
い
」
と
い
い
、
他
は

「
六
フ
ィ
ー
ト
に
泣
い
」
と
い
う
。
同
じ
人
物
の
風
貌
だ
け
に
つ

い
て
も
そ
の
よ
う
に
遣
っ
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
社
合
的

行
動
、
殊
に
み
」
の
事
業
で
あ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
合
祉
の
活
動

と
そ
舟
吐
舎
的
意
義
に
至
っ
て
は
、
い
ろ
!
い
ろ
な
皐
者
に
よ
っ

て
、
鷺
く
ほ
ど
異
っ
た
叙
速
が
興
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

歴

史

需

の

歴

史

性

ハ
1
)

守
宮
内
-

d
司

g
r
F
3
1
8ぎ

b
・
込
町
有
相
互
む
念
。

5
L
S申・

町田
v
-
N
H
l
I
N
N
-

〆

(
2
)
k
pロmw
ロ

2
2日
E
-
h
h
s
&
宮
、
。
言
、
・

n
p
F
s
b
-
H
N
2
X
盲
目
2
・・

L
P弘
ま
ま
え
宣
言
一
弘
、
F
き
ミ
守
口
暗
室
・

40--H-W33・M
U

・
ω
立
1
8
u・

な
お
ジ
ョ
シ
・

7
H
ン
は
、
二
十
去
歳
の
ロ

y
ク
フ
エ
ラ
ー
に
づ
い

て
、
次
の
よ
う
な
記
惑
を
奥
え
て
い
る
。

「
彼
は
脊
の
高
い
、
ナ
ら
り
と
し
て
は
い
た
が
強
健
で
ハ
シ
サ
ム

な
ひ
と
で
あ
り
、
園
球
の
あ
る
強
い
顎
と
大
き
な
、
し
っ
か
り
し
た

口
を
も
っ
て
い
た
。
彼
は
そ
の
よ
う
な
若
い
男
に
は
稀
な
日
間
格
を
身

に
つ
け
て
い
た
。
」
(
』
C
F
ロ
戸
閉
d
d
p
c
&ぶ
。
。
ミ
・
凶
-
b
a
h
山可。ミ

ミ
旬
。
。
な
し
さ
号
ぬ
ま
尚
一
合
図
書
G
9
・巴
ω
N
-
H
}
・
ロ
+
)

ロ
ァ
グ
ブ
エ
ラ
I
の
主
事
業
で
あ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
合
祉

の
石
油
業
調
占
を
枇
舎
問
題
と
し
て
最
初
に
と
り
上
げ
た
へ
ン
リ

1

・
ロ
イ
ド
の
『
公
共
の
宮
に
反
ナ
る
宮
』
(
同
町
ロ
ミ
ロ
P
E
p
s

g
己

EC1u
明
明
、

S
N
H
h
h
h
E
g師
会
三
司

SEENHbw
民
主
)
に

お
い
て
は
、
書
名
そ
の
も
の
が
示
す
よ
う
に
、
ス
タ
ン
ダ

1
ず
石

油
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
猫
占
資
本
を
公
共
幅
枇
に
反
す
る
も
の

と
し
て
、
き
び
し
く
批
剣
し
、
排
撃
す
る
態
度
が
と
ら
れ
て
い
る
。

(
詮
)
h
y
p
-
-
ダ
マ

V

R

F

・
ロ
イ
ド
H

宝吋
-
u
-
Y
Z
0
4『
同
C
H
W

1133 3更

，ー
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、
引

一
橋

F叢
第
三
十
三
巻

第
六
披

4 

g

q

l

H
唱。
ω・唱
-
N
3
は
、
一
八
四
七
年
五
月
一
目
、
ダ
ァ
チ
・

9

フ
ォ
ー
ム
ド
教
舎
の
牧
師
ア
l
ロ
ジ
・
ロ
イ
ド
ハ
k
p
p
H
D
ロ

巴

cu己
)

白
子
(
母
親
は
ク
リ
ス
テ
ィ
・
ロ
イ
ド
(
の
町
民
阻
止
O
F
F時
弘
一
)
と
し

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
生
れ
、
一
八
六
九
年
コ
ロ
ム
ピ
ア
大
拳
の

M

A

を
と
っ
た
後
、
法
曹
界
に
入
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
裁
剣
所
の
裁
剣
長

サ
ー
モ
シ
・
チ
エ
イ
ズ

(ω
巳
旨
D
ロ
句
・
の
H
H
S
ろ
の
書
記
と
な
っ
た

(
一
八
七
一
年
)
。
彼
は
、
初
め
か
ら
進
歩
的
な
立
場
に
立
ち
、

F
T

-一l
・
ホ
ー
ル
の
粛
清
に
も
髭
カ
し
、
リ
ベ
ラ
ル

-
P
パ
プ
リ
カ
ン

に
よ
る
グ
リ

I
リ
I
の
大
統
領
候
補
指
名
に
も
反
動
し
た
が
、
間
も

な
く
政
界
に
失
望
し
て
ジ
ャ
ー
テ
リ
ス
ト
と
な
り
、
シ
カ
ゴ
・
ト
リ

ピ
ュ

l

y
に
入
社
し
て
濁
占
反
動
の
論
陣
を
張
っ
た
。
彼
が
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
名
墜
を
上
げ
た
白
は
、
一
入
八
一
年
、
ウ
イ
ザ
ア

ム
・
ハ
ウ
エ
ル
ス
(
当
時
日

-
s
s
u
g口
出
C
4
4
0
ロ
る
が
編
集
長
で
あ

っ
た
「
ア
ト
ラ
シ
テ
ィ

y
タ
・
マ
シ
ス
リ

1
」
誌
に
な
∞
仲
CH吋

C同
p

の
H
O
F
H

旨
D
ロ
O
M
U
D
-
て
"
と
題
ナ
る
長
篇
の
論
文
を
か
か
げ
た
こ
と
に

上
っ
て
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
・
ア
リ
シ
は
そ
れ
に
づ
い
て
と
う
か
い

て
い
る
。
「
彼
(
ロ
イ
ド
)
の
論
文

E

吋

Z
ω
g
q
ぇ
P

の
B

P
門

官
。
ロ
O
H
U
D
q
w
w

は
、
ロ

y
ク
ア
エ
ラ

1

0
前
進
は
そ
の
蛍
時
の
基
本

的
な
経
済
的
宗
教
そ
の
も
白
に
封
ナ
る
攻
撃
で
あ
る
こ
と
を
公
然
と

暴
露
し
た
ほ
と
ん
ど
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
ロ

y

ク
ア
エ
ヲ
ー
な
ら
び
に
ト
ラ
ス
ト
に
反
動
し
て
あ
げ
ら
れ
た
叫
び
の

大
部
分
は
、
そ
の
直
接
の
犠
牲
者
た
ち

i
精
油
業
者
や
販
官
民
業
者
ー

か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
一
人
の
不
偏
不
黛
の
ジ
ャ

r
ナ

哩
見
ト
お
よ
び
研
究
者
か
ら
の
警
告
が
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
七
ム
ハ
年

〈ら

の
ロ

y

タ
7
z
-
7
1
の
や
リ
方
に
魅
せ
ら
れ
、
そ
れ
以
来
そ
れ
に
つ

い
て
ノ
パ
ト
を
つ
く
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
(
』
C
F
ロ
時
・

H1H
可ロ

p

c。
門
出
ぶ
む
。
円
余
日
唱
ω
N
・
]
Y
N
u
u
・
)
「
ア
ト
ラ
シ
テ
ィ

y

ク
・
マ
ン
ス
リ

1
」
の
そ
の
放
は
、
ロ
イ
ド
の
論
文
の
た
め
に
七
版
を
重
ね
た
と
い

わ
れ
る
。
一
八
八
五
年
、
ロ
イ
ド
は
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ピ
ュ
I
シ
を
肘
僻

し
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、
そ
の
図
の
政
治
問
題
を
研
究
し
て
蹄
図
し
、

一
八
八
六
年
に
は
へ
イ
マ

1
ケ

y

ト
事
件
の
被
告
の
救
援
運
動
に
活

動
し
た
。
一
八
九

O
年
に
は
、

h
h田
町
三
宮
久

LSgsa守
E
A
M遺品
Eh

旨
ま
B
・
尽
き
・
を
著
わ
し
、
一
八
九
四
年
に
は
主
著
司
E
E
A宝・

言
句
作
。
E
S
言。
S
E
-
G
S
N
S
w

民
主
・
を
出
版
し
た
o

そ
の
問
、
彼
は
と
、
ル

ウ
ォ

1
キ
l
市
街
電
車
従
業
員
組
合
の
組
織
に
謹
カ
し
、
プ
ル
マ
ン

争
議
の
指
導
者
ユ

1
ジ
シ
・
デ
プ
ス
(
何
回
m
H
8
3
5
2
C
H
U申
ず
る

を
援
助
し
た
。
一
八
九
四
年
に
は
、
会
図
人
民
黛

(
Z伊丹向。回目‘
H
M
M
0
・

o
t
z
w血
可
堂
々
)
か
ら
図
舎
議
員
候
補
の
指
名
を
う
け
た
が
、
選
奉
に

は
敗
北
し
た
。
一
八
九
七
年
及
び
一
九

O
ム
年
に
は
再
度
の
外
遊
を

試
み
た
。
著
作
と
し
て
は
、
前
掲
の
も
の
以
外
に
、

p
s。
号
。
D
室
、
，

s
a
Z
F
A
Y
-
H∞唱∞
-
N
b
E
G
a
N
Wミ

Na害
L
W
s
e
c
-
h
q
sミ
ミ
引
で
一
主
。
尽

き
$
3
3
8・
足
-
a
p
苦
手
。

E
9
2
Hミ
-
s
c
m
-
h
h
v
e
-
aミ
室

、喜
N
3
5ミ
・
国
h
b
p
苦

司

&
S
H唱
。
喧
・
な
ど
が
あ
る
。
色
・
巴
・

ミ

P
H
H
Sミ

b
a事
号
室
」
門
向
。
1
w
N
4
C
H
P
W
5
8
・
参
照
。
)

ロ
イ
ド
の
『
公
共
の
富
に
反
す
る
富
』
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石

油
の
外
、
牛
肉
健
詰
業
、
ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
溜
業
、
石
茨
業
な
ど
の

濁
占
を
と
り
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
の
場
令
の
彼
の
赦
症
は
調
占
費

484 
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本
の
専
横
に
封
す
る
強
烈
な
憤
怒
に
よ
っ
て
貫
か
れ
よ
か
る
。
ジ

司
ン
・
フ
リ
ン
は
こ
の
書
物
に
づ
い
て
こ
う
か
い
℃
い
る
。

「
そ
れ
は
、
ロ
ッ
ク
タ
エ
ラ

1
の
豆
大
な
濁
占
の
殻
端
か
ら

の
全
径
路
に
開
ナ
る
生
き
生
き
と
し
た
、
劇
的
な
、
き
わ
め
て

多
彩
な
、
し
か
も
十
分
に
忠
貫
で
櫨
威
の
あ
る
記
述
を
含
ん
で

い
る
。
そ
れ
は
全
く
、
そ
の
と
き
ま
で
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油

の
最
初
の
一
貫
し
た
歴
史
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
南
部
開
設

舎
祉
の
話
、
し
っ
か
り
し
た
取
引
協
定
を
つ
く
る
た
め
の
ロ

y

グ
フ
エ
ラ

1
の
敷
K

の
工
作
、
リ
ペ
イ
ト
そ
の
他
各
種
の
不
正

た
差
別
契
約
を
通
じ
て
の
ロ

y
ク
フ
エ
ラ
ー
の
濁
占
の
最
後
の

完
成
な
ど
が
描
き
出
さ
れ
た
。
こ
の
書
物
は
、
非
難
に
お
い
て

般
借
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
全
径
路
が
、

不
動
の
も
の
と
ロ
イ
下
が
考
え
た
個
人
主
義
瞳
制
に
加
え
た
攻

撃
に
封
ナ
る
烈
火
の
よ
う
な
憤
怒
の
情
を
表
わ
し
た
。
」

こ
の
書
物
の
中
に
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
の
不
公
正
取
引
を
示

す
よ
う
な
多
数
の
事
賓
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
共
に
一
示
す
主
う
な

バ
ッ
カ
ス
夫
人
ハ
冨
2
・∞
P
O
H
2
6
事
件
も
そ
の
一
づ
で
あ
る
。

バ
ッ
カ
ス
夫
人
と
い
う
の
は
、
ク
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
の
精
油
業
者
パ

カ
ス
(
吋
・
戸
国
宮
村
民
国
〉
の
未
亡
人
で
あ
る
。
ロ
イ

F
は
氏
名
を

園

陸

奥

阜

の

歴

史

怯

明
記
し
℃
は
い
な
い
が
、
彼
女
の
事
業
が
ロ

y
グ
プ
エ
一
フ
ー
に
よ

っ
て
不
蛍
な
債
格
で
買
牧
さ
れ
た
い
き
さ
づ
を
詳
細
に
物
語
っ
て

い
る
。そ
れ
に
よ
る
と
、
バ
ッ
カ
ス
夫
人
は
一
八
七
四
年
夫
が
死
ん
だ

後
、
四
年
間
に
亙
り
猫
力
で
潤
滑
油
の
精
製
事
業
を
経
営
し
、
年

二
五
、

0
0
0ド
ル
以
上
の
利
潤
を
え
て
い
た
と
こ
ろ
が
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
石
油
が
一
八
七
七
年
潤
滑
油
の
製
遣
を
開
始
し
た
以
後

は
、
バ
ッ
カ
ス
夫
人
は
事
業
の
椴
績
が
望
み
が
た
い
こ
と
を
悟
る

工
う
に
北
り
、
合
祉
を
棄
却
す
る
と
ど
を
希
望
し
た
。
彼
女
は

「
父
な
き
子
供
の
母
親
」
と
し
て
公
正
に
取
引
す
る
こ
と
を
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
に
頼
ん
だ
。
「
彼
は
眼
に
涙
を
浮
べ
て
私
の
味
方
に

な
ろ
う
と
約
束
し
た
。
」
そ
し
て
「
彼
が
要
求
す
る
こ
と
は
彼
女
の

舎
祉
の
株
式
の
支
配
擢
を
う
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
」
色
付
け
加
え

た
。
彼
女
は
「
株
式
の
償
値
よ
り
は
る
か
に
低
い
」
二

O
寓
ド
ル

を
要
求
し
た
が
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
七
九
、

0
0
0下
ル
を
提
案

し
た
。
彼
女
は
そ
の
債
格
で
事
業
を
買
っ
た
。
バ
ッ
カ
ス
夫
人
は

一
五
、

0
0
0ド
ル
の
株
式
を
保
有
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
が
、

そ
の
同
答
は
無
慈
悲
な
ノ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
弐
の
よ
う
な
契

約
書
に
署
名
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

t
し

pe九
:
R
/
i
e
f
J
L
d
h

も

負

L

F

Y

ι
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一

橋

論

叢

策
三
十
三
巻

第
六
漉

6 

「
私
は
ク
ヤ
ホ

1
ガ
・
カ
ク
vr
テ
ィ

J
、
オ
ハ
イ
オ
州
そ
の

他
い
か
な
る
場
所
に
お
い
て
も
、
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
、

単
調
で
も
、
他
の
何
人
と
の
共
同
に
お
い
て
も
、
も
し
く
は
他

の
舎
祉
の
株
主
と
し
て
で
も
、
石
油
も
し
く
は
そ
の
生
産
物
の

精
製
、
製
造
、
加
工
、
パ
イ
プ
聡
迭
も
し
く
は
責
買
の
事
業
も

し
く
は
取
引
に
、
従
事
も
心
く
は
闘
係
せ
ず
、
も
し
キ
は
事
情

を
知
っ
て
資
本
も
し
く
は
貨
幣
を
そ
れ
に
用
い
る
こ
と
を
許
さ

ざ
る
も
の
と
す
る
。
」

バ
ッ
カ
ス
夫
人
は
こ
の
契
約
書
に
署
名
す
る
の
に
「
鴎
賭
し
て
」

こ
う
い
っ
た
。
「
ま
る
で
死
刑
の
宣
告
書
に
署
名
し
て
い
る
み
た

い
で
す
メ
こ
れ
は
私
の
死
刑
宜
告
に
な
る
と
息
い
ま
す
。
」

こ
の
よ
う
な
事
賞
を
記
述
し
た
後
に
ロ
イ
ド
は
弐
の
よ
う
な
言

葉
で
「
あ
な
た
は
精
製
し
て
は
い
け
な
い
」
と
題
す
る
と
の
章
を

結
ん
で
い
る
。

「
こ
の
出
来
事
は
永
い
問
、
挨
に
ま
み
れ
て
ク
ヤ
ホ
I

J

N

・

カ
ワ
ン
テ
ィ

1
の
訴
願
裁
剣
所
の
記
録
室
に
埋
ま
っ
て
い
た

が
、
い
ま
や
ひ
き
出
さ
れ
て
、
市
場
哲
皐
の
教
授
た
ち
が
生
産

費
や
適
者
生
存
に
つ
い
て
の
輝
か
し
い
一
般
性
に
よ
っ
て
覆
っ

て
し
ま
う
も
の
の
真
相
が
何
で
あ
る
か
を
人
A

に
示
す
の
で
あ

る
。
」

ハ
詮
)

一
九

O
四
年
に
出
版
さ
れ
た
ア
イ
グ
・
タ

1
ペ
ル
の
『
ス
タ
ン

ダ
1
下
石
油
合
祉
の
歴
史
』

Q
E
R
川
門

RZHHW
同吋
~rq

同
一
九
包
ミ
阿

久

Hhq
忌
Q
S門
出

Q
『
円

N
Q

向。qs-B認
可
u

N

〈。戸田
-
u
H
由
主
・
)
も
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
舎
祉
の
濁
占
形
成
の
記
述
と
し
て
一
つ
の
楼
威

で
あ
る
が
、
と
れ
も
ま
た
ロ
イ
ド
の
場
合
に
劣
ら
ず
、
猫
占
資
本

の
支
配
に
劃
す
る
非
雑
と
抗
議
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

(
註
)
ア
イ
ダ
・

9

1
ペ
ル

(
E
F
]
r
H
H
口。
3
H
W

寸

R
Zロ
・
お
い
吋

i

s主
)
は
A

ン
シ
ル
ヴ
エ
エ
ア
州
」
リ
1

・
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
の
石
油

地
帯
に
岸
一
れ
、
子
供
の
と
き
か
ら
石
油
採
掘
業
者
と
精
油
業
者
と
の

絶
え
ざ
る
闘
争
を
見
聞
し
て
い
た
。
彼
女
の
家
族
も
石
油
業
に
従
事

し
て
お
り
、
そ
の
兄
は
、
最
後
ま
で
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
に
斡
抗
し

て
い
た
ピ
ュ

1
ア
・
オ
イ
ル
舎
紙
、
に
勤
め
で
い
た
0

9

1
ベ
ル
は
一

八
八
三
年
オ
ー
ル
ゲ
ニ

l

・
カ
レ

y
ジ
に
お
い
て

M
A
を
と
り
、
さ

ら
に
パ
り
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
拳
に
お
い
て
歴
史
撃
を
修
め
、
蹄
図
後

「
マ
ク
ル

1
ア
雑
誌
」

(
h
p
Q号、匂

LF匂
皇
室
)
に

R
E
P
K

F
U
g
E
3
(何
事
。
¥
A
F
E
E
E
N
S
S
F
ω
5
2・・
s
c
c・
)
を

連
載
し
て
好
評
を
侍
し
た
。
そ
こ
で
編
集
者
マ
ク
ル
l
ア

(m-ω
・

民ロハリ
Z
H
O
)

は
さ
ら
に
タ
1

ペ
ル
に
委
帰
し
て
、
時
の
問
題
と
な
っ

て
い
た
ス

F

Y
ダ

I
r
石
油
曾
祉
の
歴
史
を
か
か
せ
る
こ
と
に
し

た
。
タ
l

ベ
ル
は
.
ハ
ロ
留
拳
営
時
か
ら
ロ
イ
ド
の
著
書
に
よ
っ
て
λ

ダ
シ
グ
l
y
石
納
へ
の
興
味
を
も
づ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
に
、

日

486 



仲
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マ
ダ
ル

1
7
0
一
後
滋
に
よ
っ
て
直
ち
に
資
料
の
蒐
集
を
始
め
、
そ
の

た
め
ロ

y

タ
フ
ラ
フ

1
の
協
力
者
で
あ
る
へ
シ
リ

1
・
口
ジ
ャ

1
λ

(
出
。
ロ
H
可
出
・
何
cmm刊
誌
)
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
プ
口

l
y
ウ
ェ
イ
一
一

六
番
白
ト
事
務
所
に
訪
ね
た
。
彼
女
は
ロ
ジ
ャ
ー
ス
を
少
く
と
も
二
十

一
同
訪
問
し
た
か
、
ロ
ジ
ャ
ー
ス
の
率
直
で
ブ
ラ
ン
ク
な
人
柄
に
は
非

常
に
好
感
を
も
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
あ
る
と
き

9

1
ベ
ル
が
テ
イ
ト

ス
グ
ィ
ル
に
お
け
る
九
タ
ン
ダ

l
y
石
油
の
特
に
慈
智
的
な
行
動
に

つ
い
て
語
る
と
、
ロ
ジ
ャ

1
λ
は
重
々
し
く
頭
を
振
っ
て
、
「
ど
ぞ
ん

じ
白
よ
う
に
、
あ
れ
ば
私
た
ち
の
や
っ
た
一
番
惑
い
こ
と
で
し
た
」

と
言
っ
た
。
ま
た
、
ロ
ジ
ャ
ー
ス
が
「
こ
れ
を
止
め
る
方
法
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ね
」
と
言
っ
た
の
に
勤
し
、

9

1
ペ
ル
が
「
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
話
の
公
表
を
止
め
さ
せ
る
方
法
は
こ
の
世
の
中
に
は
何
も
あ
り

ま
せ
ん
。
」
と
答
え
た
と
き
、
ロ
ジ
ャ
ー
ス
は
そ
れ
以
上
何
も
い
わ
な

か
っ
た
と
停
え
ら
れ
る
。

9

1
ペ
ル
白
論
文
は
一
九

O
一
一
年
か
ら
雑

誌
に
載
り
始
め
、
二
年
関
連
載
さ
れ
た
。
そ
れ
は
一
八
七
二
年
か
ら

一
八
九
八
年
に
至
る
ま
で
の
問
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
舎
一
枇
の
罪
悪

の
記
録
で
あ
り
、
歴
史
的
殺
迷
と
非
難
と
の
混
合
物
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
反
響
は
ナ
ば
ら
し
か
っ
た
。
そ
れ
は
セ
オ

y
l
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ

エ
ル
ト
大
統
領
に
よ
る
濁
占
禁
止
政
策
の
強
化
の
一
?
の
動
機
と
な

っ
た
と
さ
え
い
わ
れ
る
。
そ
の
後

9

1
ベ
ル
は
ヱ
ル
パ
l
ト
・
ゲ
イ

リ
l
(
肘
与
四
ユ
出
・
の
R
M
Q
の
停
記
(
一
九
二
五
年
)
平
、
オ
ウ
エ

ン
司
・
ヤ
ン
グ

(
C司
。
ロ
ロ
・
ペ
C
C
国
間
町
)
の
停
記
(
一
九
三
二
年
)
な
ど

を
か
き
、
一
九
三
六
年
に
は
最
後
の
拳
間
的
著
作
で
あ
る
司
F
G
H
『守

、
『
言
互
主
著
久
旬
、
宣
言
F
H』可め

--EE-sa・
を
か
い
た
。
そ
白

歴

史

留

学

・

の

歴

史

投

外
、
自
俸
と
ご
益
出
h
a
N
V

豆、ω
司

E-pss・
が
あ
る
。

例
え
ば
、
ロ
イ
ド
も
扱
っ
て
い
る
バ
ッ
カ
ス
夫
人
の
精
油
事
業

の
買
牧
に
つ
い
て
は
、
タ
l
ぺ
ル
は
失
の
よ
う
に
か
い
て
い
る
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
、
自
分
の
工
場
が
貫
質
債
値
以
下
の
債
格
で

と
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
バ
ッ
カ
ス
夫
人
の
抗
議
に
封

し
、
訴
願
裁
剣
所
に
お
け
る
口
述
書
の
中
で
、

「
私
が
文
字
と
精
神
の
中
に
と
ど
め
て
お
か
な
か
っ
た
よ
う

な
約
束
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
異
質
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
彼
女
が
異
の
債
値
以
下
で
財
産
主
買
る
こ
と
を
齢
儀
な
く

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
虞
賓
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
断
言
す

る
。
彼
女
は
貰
る
こ
と
を
蝕
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
そ

れ
は
彼
女
の
側
の
自
費
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
額
は
そ
の
債

償
よ
り
は
る
か
に
以
上
で
あ
り
ま
し
た
。
彼
女
か
ら
買
っ
た
建

物
は
二

O
、
0
0
0
0ド
ル
以
下
の
額
で
置
換
す
る
こ
と
が
で

ハ
4
V

き
ま
し
た
。
」

と
い
っ
て
い
る
が
、
タ
I
ペ
ル
は
そ
れ
に
つ
い
て
共
の
よ
う
に

ハ
4
〉

い
う
の
で
あ
る

o
l
l
-
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
い
う
よ
う
に
、

B
夫

人
勺
ハ

y

カ
ス
夫
人
〕
の
工
場
は
二

O
、
0
0
0
ド
戸
で
置
換
し
う

る
こ
と
は
お
そ
ら
く
事
賞
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
エ
場
は
彼
女
の

4'37 
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.
費
産
の
小
さ
な
部
分
に
す
ぎ
な
い
。
彼
女
は
わ
が
園
に
お
け
る
最

も
古
い
潤
滑
油
精
油
工
場
の
一
つ
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
仕
事

が
よ
い
こ
と
、
取
引
が
公
正
で
あ
る
こ
と
で
好
評
を
え
て
お
り
、

三
寓
F
ル
乃
至
四
寓
ド
ル
の
年
純
牧
入
を
生
む
だ
け
の
商
賓
が
あ

っ
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
七
九
、

0
0
0下
ル
を
支
掛
っ
た
の

は
、
こ
の
よ
う
な
牧
入
に
劃
し
て
で
あ
る
。
こ
の
牧
入
は
、
少
か

ら
ぬ
蒸
溜
器
や
タ
ン
ク
や
撹
非
器
を
も
っ

B
石
油
舎
枇
の
古
き
、

名
春
あ
る
社
名
と
結
び
づ
い
て
い
る
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
断
言
す
る
よ
う
に
、

B
夫
人
が
賓
る
こ
と

を
齢
儀
た
く
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
疑
い
も
な
く
異
質
で

あ
る
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
庇
牧
ム
ロ
併
の
時
期
に
貰
る
こ
と

を
拒
否
し
た
も
の
の
運
命
は
彼
女
の
眼
の
前
に
あ
っ
た
。
彼
女
は

一
八
七
二
年
に
ク
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
の
ニ

O
の
精
油
工
場
が
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
の
手
中
に
落
ち
た
こ
と
を
み
て
い
た
。
彼
女
は
あ
ら
ゆ

る
精
油
中
心
地
に
お
け
る
濁
立
業
者
が
次
々
に
波
落
ナ
る
の
を
目

撃
し
て
い
た
。
彼
女
は
個
人
事
業
を
保
持
し
ょ
ラ
と
す
る
あ
ら
ゆ

る
努
力
が
挫
折
す
る
の
を
み
た
。
彼
女
は
よ
く
て
も
悪
く
て
も
、

買
却
を
拒
否
す
る
こ
と
は
ロ

y
ク
フ
エ
ラ
ー
と
の
闘
い
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
り
、
闘
い
は
結
局
敗
北
を
意
味
す
る
と
と
を
信
ず
る

正
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
彼
女
は
破
誠
を
避
け
る
た
め
に
そ
の
事

F

業
を
あ
き
ら
め
た
の
で
あ
る
。

一
八
七

0
年
代
に
お
け
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
に

工
る
精
油
業
の
吸
牧
ム
口
併
に
つ
い
て
、
「
こ
の
主
う
な
吸
収
合
併
の

仕
事
が
着
A

と
執
念
深
く
進
行
す
る
に
う
れ
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

石
油
舎
枇
と
協
力
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
勢
力
か
ら
殻
す
る
賃
貸

も
し
く
は
賓
渡
の
申
込
に
針
す
る
抵
抗
に
つ
い
て
の
迷
信
的
な
恐

怖
が
ほ
と
ん
ど
打
ち
勝
ち
難
い
ほ
ど
大
き
く
な
っ
た
、
」
と
か
い
て

い
る
が
、
彼
女
の
み
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
バ
ッ
カ
ス
夫
人
の
工

場
は
ま
さ
に
最
も
可
憐
な
犠
牲
の
小
羊
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ

る。
タ
1
ペ
ル
は
、

へ
ン
リ

1
・
ロ
イ
ド
や
ア
イ
グ
・
タ
I
ペ
ル
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

石
油
の
濁
占
資
本
を
真
正
面
か
ら
攻
撃
し
た
そ
の
よ
事
っ
た
書
物
を

か
い
た
時
代
は
、
ア
メ
リ
カ
の
近
代
資
本
主
義
が
そ
の
最
も
素
朴

な
形
態
で
自
由
奔
放
に
そ
の
羽
根
を
伸
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
資
本
主
義
の
諸
矛
盾
が
最
も
露
骨
に

表
面
に
現
わ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
一
方
に
お
け
る
舗
道
、
石
油
、

砂
糖
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
の
諸
産
業
も
の
互
大
な
資
本
の
集
積
と

集
中
、
資
本
家
階
紐
の
豆
額
の
致
富
と
「
街
一
示
的
泊
費
L

と
、
他
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「-fu---wャー押さ常的合
方
に
お
け
る
無
産
労
働
者
階
放
の
形
成
と
、
そ
の
「
絶
針
的
」
貧
困

化
ー
そ
の
よ
う
な
吐
合
的
封
照
が
こ
の
時
代
に
お
い
て
最
も
明
瞭

に
現
わ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
八
時
間
労
働
制
そ
の
他
の
労
働
者

保
護
政
策
は
一
般
的
に
採
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
社
舎
改
良

主
義
も
現
貫
的
に
は
未
だ
日
程
に
上
っ
て
い
な
か
っ
た
。
調
占
資

本
家
と
勢
働
者
、
農
民
と
の
経
梼
的
矛
盾
と
封
立
は
き
わ
め
℃
生

ま
生
ま
し
い
姿
を
と
っ
て
い
た
。
一
八
八
五
年
の
ミ
ズ

I
リ
織
道

の
争
議
、
一
八
八
六
年
の
ヘ
イ
マ

I
ヶ
;
事
件
二
八
九
四
伴
、

プ
ル
マ
ン
争
議
な
ど
は
、
そ
の
よ
う
な
艶
立
の
表
面
化
で
あ
っ
た
。

ロ
イ
ド
阜
、
タ

1
ペ
ル
の
著
作
は
そ
の
よ
う
な
社
合
的
経
梼
的
情

勢
を
背
景
と
し
て
か
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
満
点
資
本
は
、
そ

れ
自
身
の
中
か
ら
そ
の
現
寅
的
「
平
衡
勢
力
」
(
g
β
E
2
4
p
ロ'

E
向
。
0
4
4
2
山
・
内
・
の
と

σ
E山
岳
)
と
し
て
の
州
労
働
組
合
を
護
生

せ
し
め
る
と
同
時
に
、
そ
の
観
念
的
平
衡
勢
力
と
し
て
、

や
タ

1
ベ
ル
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

ロ
イ
下

9 

(

1

)

し
『

D
E
ロ
ペ
可
・
匂
々
ロ
ロ
-
C。
弘
ぷ
令
。
白
色
・
凶
コ
ど
匂
h
c
ミ
ミ
見
。
。
相
応
¥
町
内
向
。
ー

a
p
L
同
旨
盟
事
。
句
"
同
唱
ω
N
W
H
V
・
ω
N
∞
・

(

2

)

出
冊
目
弓
一
切
-
F
F
Uヌ
Hw刻、室内hpk曲目『aha-匂目。。言苦言言-Gas-H∞

由品・】

M・∞。・

ハ
3
)

図
。
ロ
ミ
ロ
-F-ouヌ
Y4Fa--MM-g・

回

歴

史

事

白

歴

史

性

ハ
4
)
E
P
足
・
2
5
0
-
-
h
b
a
H
H
2
目
。
ミ
久
H
F
o
b
s
s
L
三
塁
。
。
，

書
官
長

J1CH・H430#・
-v
・Noa・

(
5
)
E
P
旨
・
寸
戸
会
w
F
S一定
-wHYNC吋・

(

6

)

ア
ラ
ン
・
ネ
グ
ィ
シ
ス
も
ロ
イ
ド
の
書
物
が
反
響
を
よ
ん
だ
枇

合
的
背
景
に
づ
い
て
こ
う
か
い
て
い
る
。
「
そ
の
書
物
は
時
期
が
，
よ

か
っ
た
。
そ
れ
は
、
プ
ル
マ
シ
争
議
に
お
い
て
ク
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
が

軍
隊
を
用
い
た
こ
と
が
数
百
万
白
人
々
の
胸
に
、
大
曾
一
枇
に
針
ナ
る

苦
い
反
感
と
、
掠
奪
的
な
富
が
政
府
を
反
動
者
よ
り
も
む
し
ろ
同
盟

者
と
み
と
め
て
い
た
と
い
う
い
ま
い
ま
し
い
確
信
と
を
植
え
つ
け
た

直
後
に
出
版
さ
れ
た
。
園
中
に
貧
困
と
不
満
が
み
ち
て
い
た
。
」
ハ
〉
T

E
ロ
Z
2
E♂
pp言
b
・
句
。
自
営
、
吾
、
・
凶
1
F
G
旬
。
、
S

A
匂命。
H
A
言
'

之
2
s
同
ミ
E
U
司
、
仇
句
会
J
1
0
-
-
P
H
唱
#
。
・
司
・
ω
ω
ぃ
・
)

一
九
三
二
年
に
出
版
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
フ
リ
ン
の
『
紳
の
金
』

(
』
。
伊
国
吋
・
吋
守
口
P
C
D
L
ぶ
む
己
記
・
同
J
b
q
め
な
『
h
H
q
¥
旬
。
q
b
由
h
q
N
E

N
q
『
円
相
昌
弘
同
な
同
ι吉
田
旬
、
巴
ω
N
・
)
も
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
そ
の
事

業
に
閲
ナ
る
ロ
イ
ド
や
タ
I
ペ
ル
の
著
作
に
劣
ら
ね
す
ぐ
れ
た
研

究
で
あ
る
が
、
彼
の
場
合
に
お
い
て
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
に
劃

す
る
評
論
の
態
度
は
は
る
か
に
公
正
で
あ
り
、
か
な
り
好
意
点
討

さ
え
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
序
文
」
に
お
け
る
扶
の
よ
う
な
言
葉
に

，
 

;
:
1
i
F
!
?
4
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一

橋

論

叢

よ
っ
て
も
到
る
。

「
こ
の
仕
事
を
正
営
化
す
る
に
蛍
っ
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

氏
の
停
記
は
ま
だ
現
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
佐
指
摘
ナ
る

こ
と
は
無
駄
之
は
あ
る
ま
い
。
一
八
七
二
年
乃
至
一
八
九
八
年

の
間
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
舎
祉
の
諸
事
件
に
閲
す
る
ア
イ

ダ
・
タ
l
ぺ
ル
嬢
の
輝
か
し
い
記
述
は
、
へ
ン
リ

1
・
ダ
マ
レ

ス
ト
・
ロ
イ
ド
の
さ
ら
に
以
一
前
の
著
作
と
同
じ
く
偉
記
で
は
な

F

か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
攻
撃
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
わ
が
園
の

産
業
史
に
お
け
る
最
も
重
要
な
文
献
の
中
に
位
才
る
債
値
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
そ
・
れ
ら
の
も
の
は
停
記
と
は
い
っ
て
い
な
か
っ

た
。
筆
者
が
四
年
ほ
ど
前
に
こ
の
著
作
の
仕
事
を
始
め
て
以

来
、
ロ

y
ク
フ
エ
ラ

1
氏
に
つ
い
て
こ
っ
の
書
物
が
現
わ
れ
た
。

そ
の
一
つ
は
短
い
ジ
ャ

1
ナ
り
ノ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
素
描
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
、
主
と
し
て
伎
の
慈
善
事
業
に
艶
す
る
ま
と
ま
り

の
な
い
首
尾
一
貫
し
な
い
攻
撃
で
あ
っ
た
。
新
聞
や
雑
誌
に
、

そ
の
ひ
と
に
闘
す
る
無
数
の
論
文
が
現
わ
れ
た
が
、
そ
の
大
部

、

分
は
、
営
時
の
出
来
事
に
よ
っ
て
縄
殻
さ
れ
た
飽
暴
な
攻
撃
で

あ
り
、
そ
の
あ
る
も
の
、
殊
に
近
頃
の
も
の
は
、
ば
か
ば
か
し

い
碩
辞
で
あ
る
。
こ
の
傑
出
し
た
人
物
の
生
涯
の
全
記
録
を
公

平
に
検
討
し
、
一
彼
の
性
格
叶
と
そ
の
時
代
の
事
業
と
を
物
語
る
努

力
は
誰
も
や
ら
な
か
っ
た
。

評
停
自
身
に
つ
い
て
い
え
ば
、
私
は
た
っ
た
一
つ
の
取
柄
を

主
張
で
き
る
。
そ
-
れ
は
、
私
は
問
題
の
性
質
を
、
憎
悪
や
愛
情

が
そ
れ
に
典
え
た
様
相
か
ら
切
り
離
し
、
彼
と
そ
の
時
代
の
異

質
の
描
闘
を
つ
く
る
こ
と
を
正
直
に
試
み
た
と
い
る
こ
と
で
あ

る。」
プ
リ
ン
は
、
最
初
、
議
舎
や
裁
剣
所
の
-
記
録
L
U
か
新
聞
な
ど
か

ら
材
料
を
集
め
て
下
原
稿
を
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
っ
き
り
し
な
い

黙
'
を
四
十
二
賄
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
家
の
代
表
者
の
ア
イ
ヴ
ィ

l

・

リ
l
Q
4匂

F
g
)
に
尋
ね
た
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
伎
は
、
原

稿
を
、
十
年
に
亙
っ
て
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
停
記
の
材
料
を
集
め
て

い
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
イ
ン
グ
リ
ス
(
当
日
目
P
5
0・

F
E山
田
)
に

み
て
も
ら
い
、
彼
か
ら
一
八

O
個
所
に
つ
い
て
訂
正
の
指
示
を
う

け
、
そ
の
う
ち
六
十
四
個
所
に
つ
い
て
加
筆
訂
正
を
行
っ
た
と
い

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
警
か
れ
た
フ
リ
ン
の
書
物
は
い
ろ
い
ろ

ロ
イ
ド
も
し
く
は
タ

1
ベ
ル
の
記
述
と
は
ち
が
っ
て
い

な
駄
で
、

る
。
例
え
ば
、
例
の
バ
ッ
カ
ス
夫
人
事
件
が
そ
う
で
あ
る
。

一、、、、、
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パ
Y

カ
ス
夫
人
事
件
に
お
い
て
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
非
難
を
う

・
け
た
主
た
理
由
は
、
彼
が
バ
ッ
カ
ス
夫
人
の
工
場
を
そ
の
貫
質
債

値
の
三
分
の
一
で
買
牧
し
、
憐
れ
な
犠
牲
者
を
大
き
た
濁
占
カ
に

よ
っ
て
屈
服
せ
し
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
プ
リ
ン
の
見

解
に
よ
る
也
、
バ
ッ
カ
ス
夫
人
の
自
己
の
工
場
資
産
に
針
す
る
ニ

O
寓
ド
ル
の
評
債
を
支
持
す
る
詮
擦
は
「
一
一
鮪
も
な
い
」
と
考
え

ら
れ
る
。
夫
人
は
事
業
が
な
お
繁
楽
し
て
い
た
二
年
前
に
、
「
そ
れ

上
り
か
な
り
少
い
額
で
」
工
場
を
ロ
l
ズ
氏
に
寅
り
た
が
っ
て
い

た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
全
工
場
を
二
高
ド
ル
で
建
て
直
す
こ
と

が
で
き
る
と
宣
言
し
た
。
ア
イ
ダ
・
タ
1
ベ
ル
は
、
工
場
の
物
理

的
再
建
は
買
牧
債
格
の
三
分
の
一
で
な
し
ラ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
年
二
五
、

0
0
0下
ル
乃
至
一
二
五
、

O
O
O
F
ル
の
牧
盆
を
生

む
事
業
の
暖
簾
は
ど
事
つ
な
る
か
止
い
う
疑
問
を
提
出
し
て
い
る

が
、
破
披
に
頻
し
て
い
る
事
業
の
暖
簾
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
バ

ッ
カ
ス
夫
人
の
顧
問
鯖
護
士
チ
ャ

1
ル
一
ス
・

7

1
ル
告
げ
号

Hg

同
・
昌
男
吋
〉
の
詮
言
に
よ
る
と
、
夫
人
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
に

針
し
、
そ
の
資
産
の
項
目
別
の
評
債
額
を
示
し
た
が
、
そ
れ
は
ニ

O
寓
ド
ル
で
は
な
く
て
一
五
寓
ド
ル
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
「
工

場
、
暖
簾
及
び
擢
利
金
」
は
七
一
、

0
0
0下
ル
と
評
慣
さ
れ
た
。

歴

史

事

。

歴

史

佐

.‘
 

f

町
、
二

w
f
r
t
・守
一

そ
の
残
り
は
石
油
手
持
分
、
現
金
、
未
梯
配
営
金
、
受
取
手
形
な

ど
で
あ
っ
た
。
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
バ
ッ
カ
ス
夫
人
か
ら
譲
り
受

け
た
の
は
、
工
場
、
暖
簾
及
び
石
油
で
あ
っ
た
が
、
前
の
二
つ
の

も
の
に
つ
い
て
は
、
バ
ッ
カ
ス
夫
人
の
評
債
は
七
一
、

0
0
0ド
ル

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
は
六
寓
ド
ル
を

提
供
し
、
石
油
は
一
九
、

C
O
O
-ド
ル
で
別
個
に
取
引
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
パ

y
カ
ス
夫
人
が
要
求
し
た
額
と
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

が
支
姉
っ
た
額
と
の
差
額
は
、
七
一
、

0
0
0ド
ル
と
六

O
、
0
0

0
ド
ル
と
の
違
い
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
格
差
で
は
な
い
。
、

フ
リ
ン
は
ま
た
こ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

l
iバ
ッ
カ
ス
夫

人
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
に
工
場
主
買
却
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
た

よ
う
に
い
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
彼
女
は
二
年
間
に
亙
っ
て
買
手

を
探
し
て
い
た
。
「
全
く
、
あ
ら
ゆ
る
詮
擦
は
彼
女
が
語
る
話
の
逆

で
あ
る
。
彼
女
の
義
兄
が
い
う
よ
ろ
に
『
そ
の
話
を
一
日
に
三
度

も
話
し
て
子
供
た
ち
を
養
っ
て
い
る
憐
れ
な
女
の
繰
一
吉
』
の
外
に

は
、
そ
れ
を
支
持
す
る
も
の
は
一
筋
も
な
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
の

話
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
名
聾
を
傷
け
る
た
め
に
、
非
常
に
数
呆

的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
」

メ

y
カ
ス
夫
人
の
工
場
の
吸
牧
合
併
に
闘
す
る
出
来
事
の
こ
の

FF
ぃ

ι
f
E
f
t
-
t
f
i
M
F
f
r
h
f
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4 
一

橋

論

叢

12 

第
六
銭

よ
う
な
記
述
は
、
ロ
イ
ド
や
タ

I
ペ
ル
の
記
述
と
は
い
ち
じ
る
し

く
臭
っ
て
い
る
こ
と
が
剣
る
。
そ
れ
は
、
ジ
ョ
ン
・
フ
H
J

ン
そ
の

ひ
と
の
歴
史
的
認
識
の
反
映
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
蛍
時
の
ア

メ

p
カ
祉
舎
の
ロ

y
グ
フ
ェ
一
フ

1
に
艶
ナ
る
評
債
の
反
映
で
も
あ

第
三
十
一
ニ
倉

っ
た
d

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
フ
リ
ン
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
賭
護
だ
け
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
で
き
る
だ
け
客
観
的
事
責
に
忠
貫
で

あ
ろ
う
と
し
た
フ
リ
ン
は
、
あ
る
場
合
に
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

財
閥
の
非
行
と
罪
悪
の
事
貫
を
詳
細
に
記
遺
し
て
陣
ら
な
か
っ

た
。
「
ラ
ッ
ド
ロ
ウ
の
虐
殺
」
(
凶
，
Z
F
β
仏
宮
司
区
白
白
血
9
2
0
)

と

題
す
る
章
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
こ
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
一
三
年
八
月
、
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
傘
下
の
コ
ロ
ラ
ド
燃
料
錨
鎖
合
吐
(
の
0

目白色。

E
H
o
-

S仏
H
H
O
ロ
C
O
B
H
U
P
S
刊
)
に
起
っ
た
努
働
者
弾
墜
事
件
で
あ
る
。

と
と
の
い
き
さ
づ
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
一
九
一
三
年
の
八

月
、
コ
ロ
ラ
下
燃
料
鶴
鏑
舎
祉
の
勢
働
者
た
ち
は
、
合
同
鎮
山
柑
労

働
者
組
合
(
句
巳

za
民
吉
叩
当
o品

2
由
)
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、

.
フ
ラ
ン
ク
・
ヘ
イ
ズ

(
H
1
3
口
付
出
品
何
回
〉
を
通
じ
て
、
合
吐
に
封

し
柑
労
働
保
件
改
善
の
要
求
を
行
っ
た
。
そ
の
要
求
は
、
勢
働
組
合

の
公
認
、
ト
ン
営
り
乎
蛍
の
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
引
上
、
八
時
間

労
働
制
、
自
由
に
聾
者
を
選
び
、
ど
の
庄
で
も
買
物
を
し
、
ど
こ

に
で
も
宿
所
を
定
め
る
櫨
利
た
ど
、
い
ま
か
ら
み
れ
ば
最
低
の
要

求
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
舎
祉
は
な
ん
ら
の
問
答
を
も
輿
え

な
か
っ
た
。
そ
む
で
勢
働
者
た
ち
は
九
月
十
五
日
、
デ
ン
グ

7
1

に
お
い
て
集
舎
を
聞
き
、
同
月
二
十
三
日
、
同
盟
罷
業
を
行
っ

た
。
勢
働
者
た
ち
は
、
鏑
山
の
職
場
を
離
れ
・
た
ば
か
り
で
な
も
、

そ
の
家
を
離
れ
、
家
族
ぐ
る
み
山
の
中
の
一
フ
ッ
ド
ロ
・
?
と
よ
ば
れ

た
と
こ
ろ
へ
移
っ
て
テ
ン
ト
村
を
建
て
た
、
と
い
う
の
は
、
そ
の

鎮
山
の
町
は
道
路
も
家
屋
も
、
商
底
も
歌
合
も
す
べ
て
舎
祉
の
財

産
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
十
月
に
は
い
る
と
、
し
ば
し
ば
争
議

圏
と
舎
社
側
の
暴
力
圏
と
の
聞
に
衝
突
が
起
り
、
遂
に
は
州
の
軍

隊
が
出
動
し
た
。
そ
の
た
め
に
一
膝
秩
序
が
回
復
し
た
が
、
そ
れ

は
永
績
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
一
四
年
に
は
い
る
と
、

闘
争
は
も
う
一
度
激
化
し
た
。
殊
に
四
月
二
十
日
に
は
、
州
兵
と

争
議
圏
と
の
聞
に
激
し
い
闘
争
が
起
り
、
労
働
者
の
指
導
者
で
あ

っ
た
ジ
ョ
ン
・
タ
イ
カ
ス

CCHHHH
目
付
昆
〉
は
、
州
兵
の
統
卒
者

n
y

ン
ダ

1
フ
ェ
ル
ト
(
内
・
悶
・

ド
山
口
向
。
H
1
同
町
】
円
四
件
)

に
よ
っ
て
逮
捕

さ
れ
て
撲
殺
さ
れ
た
。
ぞ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
争
議
圏
の
人
々
は
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そ
の
翌
朝
、
テ
ン
ト
村
の
下
の
洞
窟
の
中
に
、
二
人
の
婦
人
と
十

一
人
の
子
供
の
黒
焦
げ
の
涜
瞳
を
鷲
見
し
た
。
こ
の
「
ラ
ッ
ド
ロ

ウ
の
虐
殺
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
偉
わ
る
と
、
忽
ち
鏑
山
地
方
一
帯
の

勢
働
者
の
聞
に
暴
動
が
起
っ
た
。
彼
等
は
エ
ム
バ
イ
ヤ
鏑
山
に
火

を
放
ち
、
つ
一
人
の
看
視
人
を
殺
し
た
。
四
月
二
十
九
日
に
は
、
彼

等
は
フ
ォ

1
プ
ス
鍵
山
に
放
火
し
、
九
六
の
舎
一
位
使
用
人
を
殺
し

た
。
こ
の
暴
動
は
連
邦
軍
隊
の
出
動
に
よ
っ
て
や
っ
と
鏡
監
さ
れ

た
が
、
そ
の
結
果
、
争
議
指
導
者
ジ
ョ
ン
・
ル
カ
ス

Q
。
伊
国

を
始
め
、
一
六
三
人
の
鏡
山
労
働
者
が
逮
捕
さ
れ
て
殺

F
β
ο
P
R
)
 

人
罪
に
問
わ
れ
た
。

と
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ラ
ッ
下
ロ
ウ
の
虐
殺
」
の
纏
末
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
歳
老
い
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
を
も
ラ
一
度
き
び
し
い

世
論
の
批
剣
の
前
に
立
た
し
め
た
。
そ
し
て
ジ
ョ
ン
・
フ
リ
ン
も

ま
た
、
コ
ロ
ラ
ド
舎
祉
の
直
接
の
責
任
者
で
あ
る
フ
レ
デ

p
y
ク・

ゲ
イ
ツ
(
司

Z
P
ュ。付
β

の
丘
四
阻
)
及
び
ロ
ッ
ク
フ
士
フ
1
一一世

並
び
に
ジ
司
ン
・
デ
ィ
ー
な
ど
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
一
家
が
あ
る

程
度
ま
で
、
こ
の
事
件
に
責
任
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で

(

4

)

 

あ
る
。
彼
は
い
う
。

「
ス
ト
ラ
イ
キ
が
き
わ
め
て
激
し
く
勃
饗
し
た
後
の
行
動
に

癌

史

牟

の

歴

史

性

一

L
L
z
h
r
l
f
 

つ
い
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
一
家
を
罪
な
し
と
す
る
こ
と
は
そ

れ
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
。
」

「
と
の
こ
人
の
も
の
(
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
二
世
と
グ
イ
ツ
)

を
蹄
護
し
て
言
い
う
る
こ
と
を
す
べ
て
言
う
と
し
て
も
、
し
か

も
な
お
彼
等
が
免
れ
え
な
い
あ
る
責
任
の
重
さ
が
残
る
の
で
あ

る
。
」
、

以
上
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
ジ
ョ
ン
・
フ
リ

ン
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
に
封
し
、
ロ
イ
ド
や
タ

1
ペ
ル
ほ
ど
苛
酷

で
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
後
に
述
べ
る
ア
ラ
ン
・
ネ
グ
ィ
ン

ス
ほ
ど
に
は
寛
大
で
は
な
か
っ
た
。
プ
リ
ン
の
そ
の
よ
う
な
評
僚

は
や
は
り
、
そ
の
時
代
の
猫
占
資
本
に
針
す
る
吐
合
的
評
債
を
反

映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
評
俸
を
か
い
た

二
十
世
紀
の
ニ

O
l三
0
年
代
は
、
一
面
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
資

本
主
義
の
「
相
封
的
安
定
期
」
で
あ
り
、
「
強
瓢
な
個
人
主
義
」

〈

2
m
m包
古
色
4
S
H
H
P
H
2
H
H
H
)

の
哲
由
宇
が
支
配
し
、
そ
の
原
理
の

上
に
自
動
車
、
建
築
、
電
気
機
具
、
化
皐
工
業
な
ど
の
濁
占
産
業

が
め
ざ
ま
し
く
護
展
し
、
繁
栄
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

、
そ
の
時
期
に
は
十
九
世
粗
末
以
来
の
反
漏
占
論
が
人
A

の
意
識
の

中
に
ま
充
ま
だ
強
く
生
き
残
っ
て
い
た
。
『
有
閑
階
級
論
』
(
一
八

〆
山
ん
す

AJFLfしド
f
t
v
E
ν
F
o
f
A
s
i
m
-
-、
-!rp

-、493 
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一
橋
論
叢
句
集
三
十
三
巻
守
第
六
披

九
九
年
)
や
『
晶
画
利
企
業
論
』
(
一
九
O
四
年
)
な
ど
に
よ
っ
て
、
資

本
家
の
替
利
活
動
と
そ
の
「
街
示
的
富
」
'
の
蓄
積
を
批
剣
し
た
ソ

ー
ス
タ
ィ
ン
・
グ
ェ
プ
レ
ン
、

(302Eロ
切
・

3
z
g
)
は
、
¥

二
十
世
組
の
二
十
年
代
に
は
、
『
不
在
所
有
者
制
』
(
一
九
二
三
年
)

や
『
技
術
者
と
債
格
瞳
制
』
(
一
九
一
二
年
)
を
著
わ
し
て
、
猫
占

費
本
家
の
「
怠
業
」
を
攻
撃
し
、
生
産
的
技
術
者
を
基
軸
と
す
る

奉
仕
性

(
8
3山口
gσ
庄
司
)
の
高
揚
を
主
張
し
て
い
た
。
現
賓
の

政
策
と
し
て
も
、
政
府
の
調
占
禁
止
政
策
は
一
九
一
一
年
頃
か
ら

次
第
に
綾
和
さ
れ
る
傾
向
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
す
ャ

1

7

ン
調
占
禁
止
法
は
そ
の
ま
ま
存
績
し
て
お
り
、
政
府
は
同
法
違

反
者
を
で
き
る
だ
け
公
正
に
告
裂
す
る
方
針
を
と
っ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
世
舎
の
一
般
的
情
勢
こ
そ
は
フ
リ
ン
の

審
物
の
背
景
で
あ
り
、
地
盤
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(

1

)

・
〕
C
げ
ロ
戸
吋
守
口
p
c
&よむ。町内山
-
N
F
h田町。長。¥』
Ncr
宮
、
記
号

b
g
L

同

昌

明

S
S
L
S
N・5
H

H

l

目・

(
2
)
]
C
H
H
ロ
ペ
門
・
司
守
口
p
s
&
-
u
E
V
N
c
u
l
l
#・

(

3

)

』D
V
口
吋
・
匂
】
可
ロ
P

S点
R
F
W
}
M
M
M
-
A
H
U
U

同・

ハ
4
)
し
『

D
F
口
吋
・
司
守
口
P

Sゑ
-
w
H
U

一句・念吋|ム田・

回

A

G

H

 
一，

ミ

戸

、

q
p
J
A
P

・

ジ
ョ
ン
・
プ
リ
ン
の
書
物
が
か
か
れ
て
か
ら
八
年
後
の
一
本
四

O
年
に
コ
ロ
ム
ピ
ア
大
阜
の
ア
-
ヲ
ン
・
ネ
グ
ィ
ン
ス

(
k
p

ロ
g

Z
2吉
田
)
教
授
が
二
巻
の
『
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ

l

・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
・
ア
メ
リ
カ
企
業
の
英
雄
時
代
』
(
匂
c
b
s
b
・
凶
D
q
b
久
丸
山
耐
久

町
、
お
同
明
可
。
凡
岳
民
、
由

q
h
h
=
S
5
8
3
N刊
誌
な
号
『
hhq・
N
J
1
0
Z
〉
を

か
い
た
。
彼
は
さ
ら
に
一
九
五
三
年
に
、
前
著
の
改
訂
版
で
あ
る

『
カ
の
研
究
、
産
業
資
本
家
、
慈
善
事
業
家
ジ
司
ン
・
デ
ィ

l

・

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
』
二
巻
(
ぬ
吉
弘
司
含
討
さ
四
『
・

b
b
司、NV
・
切
?

由

p
q
h品目白血『・

LF円白書
N3.-SN
宣
言
内
山
町
~
町
内
8
3
H
b
『
毛
主
・

N
S
E・
)
を

著
わ
し
た
。
こ
れ
ら
の
書
物
で
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
さ
ら
に
別

の
姿
を
も
っ
て
現
わ
れ
て
く
る
。
ネ
ヴ
ィ
ン
ス
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
は
そ
れ
以
前
の
倖
記
皐
者
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
ち
が
っ
て
い

る
ば
か
り
で
な
い
。
ネ
グ
ィ
ン
ス
自
身
の
描
い
た
壷
像
も
、
一
九

四

O
年
と
一
九
五
三
年
と
で
は
か
な
り
異
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

バ
ッ
カ
ス
夫
人
の
工
場
の
買
牧
問
題
に
つ
い
て
は
、
ネ
グ
ィ
ン

ス
は
フ
リ
ン
の
場
合
よ
り
も
さ
ら
に
一
一
居
決
定
的
に
、
ロ
ッ
ク
フ

ハ
1
)

エ
ラ
ー
に
有
利
な
解
轄
を
下
し
て
い
る
。
ロ

y
ク
フ
エ
一
フ

l
は
三

O
寓
ド
ル
の
債
億
九
が
あ
る
パ
タ
カ
ス
工
場
を
わ
ず
か
七
高
丸
、

0

0
0下
ル
の
安
値
で
手
に
入
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
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バ
グ
カ
ス
夫
人
自
身
の
最
初
の
評
債
は
ニ

O
高
k
b
y
で
は
な
く
て

一
五
寓
ド
ル
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
五
寓
ド
ル
の
中
で
「
工
場
、
の

れ
ん
、
権
利
」
の
評
償
額
が
七
寓
一
、

0
0
0ド
ル
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
針
し
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
六
寓
ド
ル
を
支
梯
っ
た
。
ま
た
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
は
石
油
在
庫
品
を
一
寓
九
、

0
0
0ド
ル
で
買
い
、
現

金
、
受
取
手
形
、
未
掛
配
営
金
な
ど
六
蔦
ド
ル
の
債
値
の
あ
る
資

産
を
バ
ッ
カ
ス
夫
人
の
手
許
に
残
し
た
。
つ
ま
か
、
バ
ッ
カ
ス
夫

人
は
一
五
寓
ド
ル
と
評
債
し
た
資
産
に
封
し
て
一
三
寓
九
、

o
o

o
Jル
を
う
け
と
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
差
は
一
寓
一
、

0
0
0

ド
ル
に
す
ぎ
な
い
。
パ
ヅ
カ
ス
夫
人
は
そ
の
工
場
が
年
に
三
寓
乃

至
四
寓
下
ル
の
利
潤
を
あ
げ
て
い
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
「
こ
れ
は

他
の
讃
擦
と
矛
盾
す
る
。
」

P

ッ
ク
フ
エ
ラ
ー
は
そ
の
エ
場
を
二

禽
ド
ル
で
再
建
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
い
、
タ
1
ぺ
ル
も
そ
れ

に
同
意
し
た
。
古
ぼ
け
た
二
寓
ド
ル
の
工
場
が
年
に
コ
一
高
ド
ル
の

牧
益
を
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
は
信
じ
難
い
。
そ
れ
で
一
一
二
寓
九
、

0
0
0ド
ル
を
え
た
の
は
、
う
ま
く
い
っ
た
方
で
あ
る
。
!
ー
ー
ネ

グ
ィ
ン
ス
は
そ
の
よ
う
に
言
う
。
そ
し
て
伎
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
が
イ
ン
グ
リ
ス
(
同
ロ
色
白
)
に
語
っ
た
次
の
よ
う
な
言
一
お

γ
引

用
し
て
、
買
収
は
む
し
ろ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
温
情
あ
る
行
震
で

歴

史

拳

の

磨

良

性

d
p
f
吃

;

，

』

17

-

ザ

fptpι
十
F
F
L
宮城与
CRi-KHEFt-:~ぃ

15 

あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
特
に
こ
の
場
合
に
は
私
は
土
日
の
雇
人
で
あ
る
フ
レ
ッ
ド
・

バ
ッ
カ
ス
に
劃
す
る
思
い
や
り
で
動
い
た
。
彼
は
自
分
の
事
務

所
の
帳
簿
係
で
、
氷
い
間
肺
病
で
あ
っ
た
。
彼
は
子
供
の
頃
、
私

と
一
緒
に
日
曜
関
学
校
の
敬
師
だ
っ
た
。
」

こ
の
よ
う
な
解
躍
を
す
る
ネ
グ
ィ
ン
ス
に
と
っ
て
、
ヘ
ン
リ
1
・

ロ
イ
ド
や
マ
イ
ダ
・
タ
1
ペ
ル
の
見
方
が
同
意
で
き
な
い
の
は
営

然
で
あ
る
。
彼
は
ロ
イ
ド
の
見
解
や
そ
の
書
物
に
つ
い
て
失
の
よ

う
な
き
び
し
い
批
剣
を
加
え
て
い
る
。

パ
y

カ
ス
工
場
問
題
に
つ
い
て
は
、
ネ
グ
ィ
ン
ス
は
一
九
四

O

年
の
書
物
の
中
で
、
こ
の
よ
う
に

h
L。
「
ロ
イ
下
は
、
バ
ッ
カ
ス

未
亡
人
が
自
分
の
「
破
滅
』
に
つ
い
て
語
っ
た
悪
意
に
み
ち
た
話

を
全
部
う
の
み
に
し
た
。
彼
は
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
話
を
う
ち
破

る
の
に
つ
か
っ
た
材
料
を
す
べ
て
入
手
し
て
い
た
し
、
も
し
く
は

獲
得
で
き
た
は
ず
な
の
だ
が
。
」

ロ
イ
下
の
『
公
共
の
富
に
反
ナ
る
宮
』
に
つ
い
て
は
、
ネ
グ
ィ

ン
ス
は
一
九
四

O
年
の
書
物
で
は
こ
う
か
い
て
h

一見。

「
時
世
に
針
す
る
一
つ
の
論
鞍
と
し
℃
は
そ
れ
は
す
ば
ら
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。
後
世
の
も
の
の
研
究
の
た
め
の
産
業
史
の

495 
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一
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一
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第
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披

16 

一
節
と
し
て
は
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
全
く
無
償
値
で
あ
っ
た
。
」

「
し
か
し
、
企
業
史
や
経
構
原
理
に
づ
い
て
の
今
日
の
知
識

に
照
ら
し
て
こ
の
書
物
を
批
剣
的
に
吟
味
し
て
み
る
と
、
そ
れ

は
偏
見
と
歪
曲
と
誤
ま
っ
た
解
轄
に
充
ち
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る。」
一
九
五
三
年
の
著
書
に
お
い
て
は
ネ
グ
ィ
ン
ス
の
批
剣
は
さ
ら

に
一
一
居
手
き
び
し
い
。

「
『
犬
猫
占
物
語
』
(
己
出
足
c
ミ
ミ
s
C『
S
N
』
hqsq志
向
司
)

と
い
う
論
文
の
十
三
年
慢
の
一
八
九
四
年
に
出
版
さ
れ
た
と
の

書
物
〔
『
公
共
の
宮
に
瓦
す
る
富
』
〕
は
浩
翰
な
新
資
料
に
も
と

づ
い
て
い
た
が
、
前
著
と
同
じ
よ
う
な
歪
曲
と
ま
ぎ
れ
も
な
い

誤
謬
と
を
示
し
て
い
た
。
企
業
史
の
一
章
(
本
警
は
そ
う
で
あ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
の
だ
が
)
と
し
て
は
、
そ
れ
は
滑
稽

で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
に
づ
い
て
の
停
記
的
デ
ー
タ
へ
の

貢
献
と
し
て
は
、
そ
れ
は
、
一
番
よ
い
黙
で
も
ひ
と
を
誤
ま
る

も
の
で
あ
り
、
悪
い
貼
で
は
悪
意
に
み
ち
た
虚
俄
で
あ
る
。
そ

の
意
義
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
歪
め
ら
れ
た
原
型
を
人
A

の

(
4〉

心
裡
に
植
え
つ
け
る
の
に
役
立
っ
た
こ
と
で
あ
る
よ

ネ
グ
ィ
ン
ス
は
、
「
ロ
イ
ド
の
書
物
の
中
で
最
も
ひ
ど
く
ロ
ッ
ク

フ
エ
ラ
ー
を
傷
け
た
部
分
は
、
次
の
三
つ
の
個
所
で
あ
っ
て
、
そ

れ
ら
は
、
非
難
や
調
刺
に
よ
っ
て
、
犯
罪
的
な
性
格
の
人
格
的
無

ハ
5
〉

慈
悲
さ
を
彼
に
負
わ
せ
て
い
る
の
ゼ
あ
る
よ
と
い
い
、
そ
の
コ
ニ

つ
の
個
所
」
と
し
て
、
バ
ッ
カ
ス
工
場
事
件
の
外
、
ヴ
ァ
キ
ュ
ー

ム
石
油
(
ロ
ッ
チ
ェ
ス
タ
ー
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
子
合
社
)

が
競
争
工
場
を
爆
破
さ
せ
主
う
と
し
た
計
童
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

が
関
係
し
て
い
た
と
か
い
て
い
る
個
所
と
、
一
八
八
四
年
、
ヘ
ン

リ

1

・
ベ
イ
ン
(
民
自
ロ
吋
可
出
・

]
v
p
v
a
m
w
一
)
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ト

ラ
ス
ト
の
代
障
者
と
し
て
上
院
に
選
出
す
る
た
め
に
、
ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
が
オ
ハ
イ
オ
議
舎
に
贈
賄
し
た
と
記
し
て
い
る
部
分
と
を

あ
げ
て
い
る
。

ア
イ
ダ
・
タ
l
ペ
ル
の
『
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
舎
吐
史
』
に
ヲ

い
て
も
ネ
グ
ィ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
批
剣
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

一
九
五
三
年
の
方
が
一
九
四

O
年
よ
り
も
一
一
唐
辛

の
場
合
で
も
、

材
料
で
あ
る
。

ハ
6
〉

一
九
四

O
年
に
は
ネ
グ
ィ
ン
ス
は
こ
う
か
い
て
い
る
。

「
全
く
、
全
瞳
と
し
て
み
れ
ば
、
ま
た
次
の
上
う
な
こ
つ
の

事
質
、
す
な
わ
ち
、
第
一
に
タ
1
ペ
ル
女
史
は
決
し
て
不
偏
不

黛
を
標
梼
せ
ず
、
石
油
地
帯
の
利
盆
代
表
と
し
て
か
い
た
と
い

496 



、

う
事
賞
、
第
二
に
、
彼
女
は
詮
擦
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
e

い
て
間
違
っ
た
親
念
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
事
貫
を
遁
営
に
割

引
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
書
物
は
賞
讃
を
う
け
た
だ
け
の

値
打
が
あ
る
。
そ
れ
は
た
し
か
に
ア
メ

Y
カ
が
生
み
出
し
た
企

業
史
の
最
も
ナ
ぐ
れ
た
一
章
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
庖
大
た
デ
ー

タ
を
集
め
、
そ
れ
を
明
断
に
配
列
し
、
そ
し
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

の
歴
史
を
、
そ
の
後
の
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
著
者
が
そ
れ
に
従

っ
た
よ
う
な
型
に
は
め
込
ん
だ
。
今
日
の
批
剣
的
な
讃
者
は
そ

れ
を
貫
い
て
流
れ
て
い
る
偏
見
を
探
し
出
す
だ
ろ
う
υ

同
時
に

そ
の
結
論
は
重
要
な
鮪
で
明
ら
か
に
謀
、
ま
っ
て
い
る
。
:
:
:
彼

女
は
バ
ッ
カ
ス
未
亡
人
の
詮
方
も
法
い
非
難
を
新
し
く
流
布
さ

せ
た
。
彼
女
は
グ
ァ
キ
ュ
1
ム
石
油
事
件
に
闘
し
て
ロ
イ
ド
と

ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
一
面
的
な
記
述
を
行
い
、
ト
ラ
ス
ト
の
指
導

者
た
ち
が
、
『
無
法
の
冷
酷
な
行
矯
』
を
ほ
ん
と
に
犯
し
た
こ
と

を
暗
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
の
や
り
方
に
闘
す
る
彼
女
の
台
護
U
大
部
分
は
絶
針
に
反

駁
し
が
た
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
の
み
で
な
く
、
彼
女
の
著

書
は
あ
る
黙
で
は
事
賞
あ
ま
り
に
穏
か
す
ぎ
た
。
と
い
う
の

は
、
彼
女
は
ト
，
ラ
ス
ト
の
過
大
な
債
裕
や
牧
益
に
づ
い
て
、
営

歴
2

史

拳

@

歴

史

性

4 

然
な
し
う
る
こ
と
以
下
の
こ
と
を
や
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」

と
こ
ろ
が
、
ネ
グ
ィ
ン
ス
は
、
一
九
五
三
年
の
書
物
で
は
か
な

り
ち
が
っ
た
言
い
方
を
し
て
い
町
内
氏
。

「
し
か
し
、
タ
I
ペ
ル
女
史
は
ロ
イ
ド
と
同
じ
よ
号
に
、
あ

る
種
の
個
人
攻
撃
に
お
い
て
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
に
最
大
の
名
春

段
損
を
行
っ
た
。
彼
女
は
パ
ッ
汚
ス
未
亡
人
の
詮
方
も
な
い
非

難
を
新
し
く
流
布
さ
せ
た
。
彼
女
は
グ
ァ
キ
ュ
l
ム
石
油
事
件

に
闘
し
て
ロ
イ
ド
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
一
面
的
な
記
述
を
行

い
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
指
導
者
た
ち
が
無
罪
で
あ
る
こ
と
を
認
め

る
ほ
ど
寸
分
に
公
卒
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
ほ
ん
キ

に
『
無
法
で
あ
り
冷
酷
』
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
た
。
そ
し

て
一
九

O
五
年
に
は
タ
l
ぺ
ル
女
史
は
、
マ
ク
ル
l
ア
雑
識

に
、
全
く
彼
女
ら
し
く
も
な
い
二
つ
の
論
文
を
護
表
し
た
。
彼

女
は
営
時
西
部
に
住
ん
で
い
た
ロ

y
ク
フ
エ
ラ
l
の
父
親
を
仮

借
な
く
攻
撃
し
た
。
佼
女
は
石
油
王
の
備
詮
を
暴
露
し
た
。
:
・

-・・」
し
か
し
な
が
ら
、

一
九
四

O
年
と
一
九
五
三
隼
と
で
最
も
い
ち

じ
る
し
く
異
る
の
は
、
前
述
の
「
ラ
ッ
ド
ロ
ウ
虐
殺
」
に
闘
す
る

記
述
で
あ
る
。

. 町・¥ 
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叢
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一
九
四

O
年
の
、
『
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ

l

・
ロ
ッ
ク
フ
品
一
フ

1
』
で

は
、
ネ
グ
ィ
ン
ス
は
「
彼
〔
ロ
ァ
ク
フ
ェ
一
フ
I
〕
の
生
涯
の
中
に

か
き
込
ま
る
べ
き
ひ
と
の
J

の
暗
い
、
そ
し
て
論
争
の
多
い
ペ
イ
ジ

が
残
っ
て
い
る
、
」
と
い
ラ
垂
聞
き
出
し
で
、
ラ
ッ
下
ロ
ウ
事
件
に
つ

い
て
二
一
ベ
イ
ジ
に
亙
る
詳
細
な
記
述
を
試
み
て
い
る
。
そ
こ
に

は
、
一
九
{
四
年
四
月
二
一
日
、
金
園
民
は
、
そ
の
前
日
に
、
コ

ロ
ラ
ド
州
ラ

y
F
ロ
ウ
に
お
い
て
茨
坑
夫
の
争
議
圏
と
軍
隊
と
の

聞
に
衝
突
が
起
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
た
こ
と
、

州
労
働
者
た
ち
は
六
人
の
死
者
を
出
し
て
敗
北
し
た
こ
と
、
防
衛
隊

が
争
議
圏
の
家
族
を
牧
容
し
て
い
た
テ
ン
ト
に
護
砲
し
た
と
き
、

そ
の
下
の
穴
に
か
く
れ
て
い
た
二
人
の
婦
人
と
十
一
人
の
子
供
が

窒
息
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
の
ま
ま
に
か
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
、
「
世
論
は
直
ち
に
勢
働
者
の
味
方
で
あ
る
こ
と
を
強
く
表
明

し
た
、
」
と
か
「
ア
メ
リ
カ
の
公
衆
は
ま
た
、
き
わ
め
℃
営
然
の
こ

と
で
あ
る
が
1

事
件
護
生
の
主
な
責
任
を
二
人
の
ロ
ヅ
ク
フ
ラ
フ

1

〔
第
一
世
及
び
第
二
世
〕
に
負
わ
せ
た
、
」
と
か
、
「
わ
れ
わ
れ

.. 

は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
を
全
面
的
に
摺
護
ナ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な

い
、
」
等
々
の
か
な
り
批
剣
的
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、

一
九
五
三
年
の
書
物
に
お
い
て
は
、

ラ
ッ
ド
ロ
ク

‘も

，，' 

事
件
は
『
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
圏
の
活
動
に
関
連
し
て
、
わ
ず
か

十
数
行
に
亙
り
、
ご
く
簡
潔
に
紋
越
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
も
ネ
グ
ィ
ン
ス
の
態
度
は
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ
I
・
ロ
ッ
ク
フ
?

ラ
1
に
劃
し
て
い
ち
じ
る
し
く
同
情
的
で
あ
り
、
南
護
的
で
あ
る
。

ハ
9
〉

伎
は
こ
h

っ
か
い
て
い
る
。

「
一
九
一
四
年
に
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
そ
の
息
子
は
コ

ロ
ラ
ド
燃
料
錨
鎖
舎
祉
の
労
働
争
議
に
ま
き
込
ま
れ
た
。
こ
の

舎
祉
は
あ
ま
り
儲
か
ら
ぬ
舎
吐
で
、
ロ
ァ
ク
フ
エ
ラ
ー
た
ち
は

そ
の
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
纏
利
を
も
っ
て
い
た
。
営
時
七
十
五

、
歳
で
あ
っ
た
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
こ
の
舎
祉
に
な
ん
ら
積
極
的

た
闘
係
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
事
件
は

彼
の
息
子
の
停
記
に
属
す
る
。
」

ネ
グ
ィ
ン
は
、
『
カ
の
研
究
』
の
序
文
に
お
い
て
彼
自
身
を
「
真

理
探
求
者
」
(
可
己

Z
2
rる
と
し
て
主
張
し
て
い
る
。
伎
の

見
解
に
よ
る
と
、
従
来
の
ア
メ
リ
カ
の
企
業
史
は
二
つ
の
重
大
な

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
に
よ
っ
て
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
は
、

企
業
が
偏
見
や
歪
曲
の
犠
牲
と
な
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
、
そ
の
記

録
を
研
究
者
に
公
開
す
る
こ
と
を
醇
臨
し
た
こ
と
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
そ
の
よ
う
な
記
録
に
基
く
著
作
は
企
業
活
動
の
無
批
剣

498 



的
な
見
方
に
陪
り
易
い
と
一
般
に
考
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
克
服
さ
れ
な
い
限
り
、
ア
メ
リ

カ
史
の
き
わ
め
て
重
要
な
部
分
は
い
つ
ま
で
も
未
開
拓
の
扶
態
に

止
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
「
こ
の
こ
つ
の
相
針
立
す
る
型

の
不
信
は
、
虚
心
な
研
究
者
や
解
樺
者
に
よ
っ
て
だ
ん
だ
ん
と
髄

逐
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
真
理
探
究
者
か
ら
は
、
企
業
は
間
違
っ
た
表

現
を
=
つ
け
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
必
要
は
味
い
じ
、
批
剣
的
な
大
衆

は
款
か
れ
る
こ
と
を
憂
う
る
必
要
は
た
料
、
。
」
ネ
グ
ィ
ン
ス
は
そ
‘

の
よ
う
に
い
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
ネ
グ
ィ
ン
ス
が
企
業
と
批
剣
的
大
衆
と
の
い

ず
れ
の
鳴
に
よ

V
多
く
立
っ
て
い
る
恥
は
、
同
じ
序
文
に
お
け
る

次
の
言
葉
を
よ
め
ば
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
う
。

「
南
北
戦
争
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の
商
工
業
の
記
録

を
み
る
も
の
は
誰
で
も
、
経
構
が
最
も
根
本
的
な
費
化
を
う
け

た
こ
と
を
看
取
す
る
。
弱
小
で
き
わ
め
て
競
争
的
な
皐
位
の
経

構
図
介
は
、
集
中
、
能
率
及
び
高
度
の
組
織
カ
の
世
界
に
席
を
譲

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
轄
換
は
破
壊
と
再
建
の
永
い
過
程
を
伴
っ

19‘ 

た
。
大
企
業
集
合
瞳
は
無
数
の
小
企
業
の
挫
折
、
破
誠
も
し
く

は
吸
収
な
し
に
は
う
ち
立
て
ら
れ
た
い
。
と
の
轄
換
の
只
中
に

歴

史

隼

e
歴

史

性

， 

捉
~
え
ら
れ
た
多
く
の
も
の
に
と
っ
て
は
、
そ
の
破
壊
的
搾
取
的

な
面
が
際
立
っ
て
み
え
た
。
そ
の
過
程
の
指
導
者
た
ち
は
、
「
盗

賊
王
」
の
よ
う
に
み
え
、
そ
の
過
程
自
瞳
は
「
豚
の
丸
焼
き
の

大
安
合
」
の
よ
う
に
み
え
た
。
こ
れ
は
真
理
の
一
面
で
は
あ
る

が
、
し
か
し
他
の
面
も
あ
も
。
長
い
限
で
み
れ
ば
、
韓
換
の
建

設
的
な
様
相
が
破
壊
の
様
相
よ
り
も
一
一
磨
重
要
で
あ
っ
た
。
新

し
い
宮
の
殻
展
が
既
存
の
宮
の
浪
費
よ
り
も
は
る
か
に
重
さ
が

あ
っ
た
。
こ
の
過
程
の
不
可
避
性
、
あ
ら
ゆ
る
激
賛
の
苦
痛
、

そ
し
て
窮
局
の
建
設
的
牧
獲
の
重
要
性
に
遁
蛍
な
注
意
を
掛
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
」

彼
は
ま
た
「
時
代
の
経
過
が
彼
ハ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
〕
の
経
歴

に
封
し
で
あ
る
種
の
新
し
い
展
望
を
輿
え
た
、
」
と
も
か
い
て
い

る。
か
つ
て
ア
イ
ダ
・
タ
I
ペ
ル
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
合
祉
の

歴
史
を
か
い
た
後
に
、
「
別
の
側
に
つ
い
て
い
う
べ
き
こ
と
が
若
手

あ
っ
た
。
い
つ
で
も
そ
れ
が
あ
る
。
依
り
に
私
が
百
年
後
に
か
い

〈
立
)

と
す
れ
ば
、
杢
盟
の
と
と
を
遣
っ
て
み
た
か
も
し
れ
な
い
よ
と
い

っ
た
が
、
ネ
グ
ィ
ン
ス
は
タ
l
ペ
ル
か
ら
約
五

O
年
後
に
、
彼
女

と
は
全
く
別
の
見
方
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
タ

1
ベ
ル
の

499 
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著
作
が
そ
の
営
時
の
祉
舎
情
勢
を
背
景
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
た

の
と
同
じ
よ
う
に
、
ネ
グ
ィ
ン
ス
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
に
針
ナ
る

態
度
、
殊
に
一
九
五
三
年
の
そ
れ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
、

ま
す
ま
す
強
固
に
制
度
的
な
確
立
を
と
げ
た
濁
占
資
本
の
支
配
瞳

制
の
間
中
間
的
な
反
映
で
あ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
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〉
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♂
旬
。
F
S
H
)
・
旬
。
。
な
」
町
内
』
6
3
5
品
。
・
J
1
0
-
-
ロ
-
L
M
-

-

A
F
m
w

向・

(

2

)

〉
口
幹
H
H
Z
O
J
q
E
田
w
S
&
-
w
H
M
-
u
c
・

(
3
)
k
p
ロ
P
口
Z
0
4
山
口
田
ι
忠
弘
-
w
H
Y
U
ω
品
・

〉
ロ
伊
ロ
.
Z
0
4
山
口
♂
s
h札
-w同)・ωω+・

(
4
)
〉
-
F
ロ
Z
0
4
s
p
h
出
£
弘
司
宮
町
。
E
E
H
叫
ん
山
ω
-
J
F
-
-
L
H
W
H
V
・
3
0
・

(
5
)
k
r
ロ
伊
ロ
2
0
4
山
口
出
"
を
・
L
4
H
M
・
8
N
・

ハ6
)
k
r
口
P
ロ
Z
0
4
山
口
♂
匂
。
F
a
b
-
M
N
S
恒
久
合
同
町
雪
-
H
喝さ
-
J
1
c
r
L
P
H
Y

MNhF・

(
7
)
k
r
ロ
P
口
2
0
4
山
口
田
w
h
w
a
n
N培

S
N
M
C
言
。
3
s
u
u
・
J
1
c
-
-
w
F
H
)
・
ω
お
・

(

8

)

〉
ロ
P回

Z
0
4
E
♂
・
8
F
s
b
-
M
N
E
F
A
q
a
N
E
-
-
H喧
hFCWJ1c-・1HH・

HV・也九山酌噂

(

9

)

〉
ロ
P
ロ
2
0
4
E
♂
h
w
£
h
e
s
H
U
0
5
3
s
u
p
J
1
C
H
・
口
-
w
句
・
3
H
・

(日
)
k
r
ロ
P
H
M
Z
2
E
3
h
F
a
-
-
と
口
l
d
f
1
H
H
H
・

(日
)
k
r
ロ
酔
片
岡
Z
0
4
E
♂
&
式
E
W
J
1
H
同
同
・

(
臼
)
H
J
H
ヴ
ロ
ロ
。
同
〉
山
口

5
P
冨
F
M可

N吋
-
s
o
u
-
(
k
r
-
-
P
ロ
Z
。
4
吉
田
u
l
g
Fお

h
v
-
M
N
S
宮
、
r
a
S
3
H
唱
品
C
J
1
C
】
・
・
ロ
噌
匂
-
M
N
品
・
Z
・
)

、‘

今

崎

Q

匂

w
e
t
o

，、‘
Z

J

a

y

i

I

叫

!

r
 

" 

五

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
ネ
グ
ィ
ン
ス
の
み
で
は
な
い
。
一
般

に
最
近
の
ア
メ
リ
カ
歴
史
塵
界
で
は
、
調
占
的
大
企
業
の
成
長
過

程
を
ア
メ
リ
カ
祉
舎
の
進
歩
の
主
要
推
進
力
と
し
て
肯
定
し
是
認

し
主
事
っ
と
す
る
態
度
が
支
配
的
な
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

ハ
ー
グ

7
1
ド
大
事
の
企
業
史
敬
授
で
あ
り
、
「
企
業
史
間
学
舎
」

(
国
昌
弘
回
目
混
同
日
目
件
。
ュ

g
H
m
8
2
4
)
の
創
立
者
で
あ
る
グ
ラ
ス

(
Z
-
m
-凶
・
の

E
と
は
一
九
四
一
年
の
『
企
業
史
皐
舎
月
報
』
に

「
わ
れ
わ
れ
が
今
日
必
要
と
す
る
社
合
哲
問
中
は
そ
の
う
ち
に

企
業
を
合
む
哲
事
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
以
上
に
、
ま
た
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
以
上
に
、
数
果
的
に
そ
の
指
導
性
を
も
ち
え
た
閤
民

や
人
物
は
か
に
な
か
~
品
、
」

と
か
い
た
し
、
ま
た
一
九
四
九
年
の
同
じ
雑
誌
に
も

「
冷
い
戦
争
の
扶
態
で
現
に
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
さ
ら
に

激
し
い
形
に
爆
強
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
闘
争
に
お
い
て
は
、
わ

れ
わ
れ
が
と
り
逃
し
て
は
な
ら
な
い
一
つ
の
機
舎
が
残
っ
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
私
的
企
業
資
本
主
義
を
、
そ
の
競
争
相
手

で
あ
る
共
産
主
義
に
匹
敵
す
る
一
つ
の
宗
教
に
す
る
こ
と
が
で

t:. 
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4
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¥
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八

2
U

き
る
、
」

い
と
一
言
っ
て
い
る
。

21 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
新
社
舎
科
皐
事
院
の
歴
史
哲
開
甲
講
師
サ
グ
エ

ス
(
出
血
司
E
H
a
z
-
閉山。
4
0
F
)
博
士
は
、
「
フ
ォ

1
チ
ュ
ン
」
誌
一

九
五
二
年
四
月
披
に
お
い
て
、
「
企
業
貧
践
の
弊
害
は
、
比
較
的
貧

困
で
出
回
大
な
圏
土
に
お
い
て
、
僅
少
な
資
本
で
、
物
質
的
偉
業
の

奇
蹟
を
な
し
と
げ
た
人
K

の
お
そ
ろ
し
い
努
力
の
副
産
物
で
あ
っ

た
。
」
と
か
「
資
本
主
義
は
成
功
で
あ
っ
た
。
:
:
:
歴
史
家
の
聞
に

ま
す
ま
す
虞
く
う
け
入
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
意
地
の
惑

い
暴
露
的
な
非
難
、
よ
り
も
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
観
鮪
で
あ
る
よ
な

ど
と
か
い
て
い
る
。

ま
た
、
か
つ
て
は
「
季
刊
マ
ル
ク
ス
主
義
者
」
の
創
刊
者
で
あ

り
、
現
在
は
コ
ロ
ム
ピ
ア
大
間
宇
敢
養
開
宇
部
長
で
あ
る
ル
イ
ス
・
ハ

タ
カ
l
(
H
L
。
戸
山
田
区
・
国
営
]
8
6
教
授
は
、
一
九
五
一
年
九
月
パ

リ
に
聞
か
れ
た
「
歴
史
家
に
よ
る
資
本
主
義
の
取
扱
い
方
」
を
主

要
議
題
と
す
る
園
際
歴
史
事
舎
に
お
い
て
、
「
ア
メ
リ
カ
歴
史
事
者

の
反
資
本
主
義
的
偏
向
」
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、
そ
の
中
で
、

ニ
ュ
I
・
デ
ィ

l
ル
時
代
に
お
い
て
は
「
資
本
主
義
は
停
滞
的
と

な
っ
て
お
り
、
調
占
資
本
家
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う

4‘ 

歴

史

拳

白

歴

史

性

¥ 

、" ， 
， 

観
念
」
が
一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
あ
る
種
の
歴
史
聞
宇
者
は
そ

の
よ
う
な
誹
誇
の
繰
り
返
し
に
封
し
て
責
任
が
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
す
る
と
と
も
に
、
資
本
主
義
は
「
人
類
の
苦
悩
を
軽
減
す
る
」

の
に
役
立
っ
た
盟
制
で
あ
っ
て
、
も
し
も
歴
史
家
が
そ
れ
を
十
分

に
理
解
し
、
そ
の
、
史
桝
を
も
っ
と
敏
感
に
廃
理
す
る
な
ら
ば
、
資

本
主
義
を
搾
取
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
「
根
本
的
な
訂
正
」
を
〉
つ

け
る
で
あ
ろ
う
と
主
張
し
た
。

こ
れ
ら
の
歴
史
家
た
ち
の
濁
占
資
本
に
闘
す
る
観
念
は
ネ
グ
イ

ン
ス
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
す
で
に
制
度
的
に
確
立
さ
れ
た
ア

メ
リ
カ
猫
占
資
本
主
義
そ
の
も
の
の
.
観
念
的
反
映
に
外
な
ら
な
か

っ
た
。
全
く
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
デ
ヴ
イ

y
ド
・
リ

υ

ー

ン
ソ

1
ル
(
り
P
4
円
仏
国
・
ド
ロ
目
白
口
一
い
げ
と
)
も
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、

「
大
企
業
の
中
に
は
、
基
本
的
商
品
を
生
産
じ
分
配
し
た
り
、
国

家
の
安
全
保
障
を
強
化
し
た
り
す
る
能
率
的
な
方
法
以
上
の
も
の

が
あ
る
。
人
間
の
自
由
を
個
人
主
義
を
促
進
す
る
一
つ
の
社
合
制

-
度
が
あ
る
。
:
:
:
大
企
業
は
こ
の
圏
の
生
活
そ
の
も
の
の
基
礎
で

あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
程
度
ま
で
事
貫
で
あ
る
か
ら
で
あ

る。P
歴
史
事
者
は
た
と
え
過
去
の
出
来
事
を
研
究
の
針
象
と
す
る
に
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問中

寸
日
4
4

-~ 

， 

一

橋

論

叢

第
六
捜

第
三
十
三
巻

し
て

A
、
そ
の
研
究
は
彼
が
現
在
そ
の
中
に
立
っ
て
い
る
粧
品
胃
的

朕
況
の
影
謹
固
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
か
か
れ
た
歴
史

は
、
必
ず
し
も
す
べ
て
が
歴
史
的
事
賓
の
再
現
で
は
な
く
て
、
む

し
ろ
歴
史
事
者
の
現
代
的
立
場
の
過
去
へ
の
投
影
で
あ
る
。
ジ
胃

f

ン
‘
デ
ィ

1
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
そ
の
事
業
に
闘
す
る
.
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
準
者
に
よ
る
歴
史
皐
的
研
究
は
、
そ

の
上
う
な
歴
史
皐
の
社
合
性
と
歴
史
性
を
き
わ
め
て
明
瞭
に
示
し

て
い
る
。
最
近
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
足
跡
に
つ
い
て
の
再
評
僚
が

行
わ
れ
て
い
る
の
も
、
結
局
は
、
濁
占
資
本
そ
の
も
の
に
針
す
る

再
評
債
の
歴
史
皐
へ
の
反
映
に
外
な
ら
な
い
。

(
1
)
M
U
N
E
h
s
ミ
h
h
a
M
U
g
s
尚一
E
E
d
h
-
2
h
h
u
S
Q
W
0
2・
H
E
-

M内〈
wMM・
U
0
.

円

2
)

切
と
E
S
。
¥
苦

N
W
5
E
G
E
H
H定
。
与
え

h
r
S四
時
"
冨

R口
y

同唱さ
-
M
M
H
H
F
3・
8
1
E
-

ハ
3
)

ハ
y
カ

i
教
授
の
報
告
は
司
-
k
r
・
回
3
6
r
W
E
-
-
岳
、
た
え
な
草

。
忠
弘
同
定
。
之
さ
9
3
u
#・
(
d
E
a
a
q
-
え
の
E
g
m
D
H
M
H
o
g
-
)
に

牧
め
ら
れ
て
い
る
。

(

4

)

ロ
号
一
仏
肘
-
F
H
Z
E
Sと
-NW合
同
ω
£
包
富
島

H
A
N『
富
岡
主

suω
・
H
M・

(
一
九
五
ヘ
玉
・
三
・
一
ニ
一
〉

〔
遁
記
〕
へ

y
リ

l

・
ロ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
カ
ロ
・
ロ
イ
ド
(
の
F
S

E
C
M河
内
凶
〕
の
評
俸
の
外
、
ロ
P
E
-
〉
E
H
c
p
h
h
g
ミ
cghNHHD司
0

・

S
2・
が
あ
る
。
ま
た
最
近
に
は
、
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
事
の
オ

1
コ

y
ナ

l
教
授
(
出

P
3
4
C
M口
C
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